
2022年８月期  決算短信〔日本基準〕（連結）
2022年10月14日

上場会社名 ポエック株式会社 上場取引所  東
コード番号 9264 ＵＲＬ  http://www.puequ.co.jp/
代表者 （役職名）代表取締役社長 （氏名）松村  俊宏
問合せ先責任者 （役職名）取締役管理部長 （氏名）吉本  貞幸 ＴＥＬ  084（922）8551
定時株主総会開催予定日 2022年11月29日 配当支払開始予定日 2022年11月30日
有価証券報告書提出予定日 2022年11月29日
決算補足説明資料作成の有無：有
決算説明会開催の有無      ：無
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（１）連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年８月期 5,806 △7.2 274 △0.7 293 △0.9 △23 －

2021年８月期 6,256 2.5 276 25.9 295 15.6 193 △13.3

（注）包括利益 2022年８月期 △31百万円 （－％） 2021年８月期 209百万円 （△10.7％）

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％
2022年８月期 △10.16 － △0.9 3.5 4.7

2021年８月期 82.24 82.21 7.2 3.4 4.4

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭
2022年８月期 8,141 2,675 32.9 1,137.56
2021年８月期 8,535 2,797 32.8 1,189.08

（参考）自己資本 2022年８月期 2,675百万円 2021年８月期 2,797百万円

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円
2022年８月期 314 △260 △426 1,167
2021年８月期 576 △429 △336 1,540

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2021年８月期 － 0.00 － 38.00 38.00 89 46.2 3.3

2022年８月期 － 0.00 － 38.00 38.00 89 － 3.3

2023年８月期（予
想）

－ 0.00 － 38.00 38.00 63.4

（％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭
通期 6,276 8.1 265 △3.3 265 △9.4 141 － 59.95

１．2022年８月期の連結業績（2021年９月１日～2022年８月31日）

（２）連結財政状態

（３）連結キャッシュ・フローの状況

２．配当の状況

３．2023年８月期の連結業績予想（2022年９月１日～2023年８月31日）



①  期末発行済株式数（自己株式を含む）
2022年８月
期

2,353,500株
2021年８月
期

2,353,500株

②  期末自己株式数
2022年８月
期

1,170株
2021年８月
期

1,170株

③  期中平均株式数
2022年８月
期

2,352,330株
2021年８月
期

2,350,024株

（１）個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％
2022年８月期 3,146 △17.5 40 △52.4 189 2.0 △58 －

2021年８月期 3,815 7.1 84 8.0 185 0.9 157 △13.0

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭
2022年８月期 △24.95 －
2021年８月期 67.02 67.00

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭
2022年８月期 4,482 2,332 52.0 991.36
2021年８月期 4,733 2,488 52.6 1,058.00

（参考）自己資本 2022年８月期 2,332百万円 2021年８月期 2,488百万円

（％表示は通期の対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭
通期 3,301 5.0 40 0.6 178 △5.4 110 － 47.16

※  注記事項
（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

新規       －社  （社名）　　　　　、除外        －社  （社名）

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更：有
②  ①以外の会計方針の変更              ：無
③  会計上の見積りの変更                ：無
④  修正再表示                          ：無

（３）発行済株式数（普通株式）

（参考）個別業績の概要
１．2022年８月期の個別業績（2021年９月１日～2022年８月31日）

（２）個別財政状態

２．2023年８月期の個別業績予想（2022年９月１日～2023年８月31日）

※  決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は
様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての注意
事項等については、添付資料Ｐ．４「１．経営成績等の概況（４）今後の見通し」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）経営成績に関する分析

①当期の経営成績

新型コロナ感染被害の拡大により中国では主要都市でロックダウンが相次ぎ実施されたことで、産業機材の生産

や物流の遅延が続きました。また、半導体不足に起因して納期遅延、案件工事の延期も頻発しました。

このような影響により、とくに環境エネルギー事業においては市場が低迷状態で推移し売上高が減少しました。

また、当社が保有する投資有価証券の一部について、取得価額に比べて実質価額が著しく下落したため、減損処

理により投資有価証券評価損116百万円を特別損失に計上し、さらに、以上の投資先に対する貸付金50百万円のほ

か同投資先の関係会社に対する貸付金50百万円、合計100百万円の貸付金について、貸付先の財政状態等を考慮し

て回収可能性を検討した結果、貸倒引当金繰入額として100百万円を特別損失に計上しました。

以上の結果、当連結会計年度の経営成績は、売上高5,806百万円（前期比7.2％減）、営業利益274百万円（前期

比0.7％減）、経常利益293百万円（前期比0.9％減）、親会社株主に帰属する当期純損失は23百万円（前期は親会

社株主に帰属する当期純利益193百万円）となりました。

セグメントごとの経営成績は以下のとおりであります。

（環境・エネルギー事業）

半導体不足の影響等により商品仕入が計画通り進まず、一部で納期が遅延したことにより受注を十分消化できな

い状態が続いたことで売上高が減少しました。加えて株式会社マリンリバーの株式取得に係る費用を販売費及び一

般管理費に計上したことにより、利益が減少し経営成績に影響しました。

以上の結果、環境・エネルギー事業の当連結会計年度の売上高は3,184百万円（前期比10.6％減）、セグメント

利益は135百万円（前期比15.0％減）となりました。

（動力・重機等事業）

船舶用エンジン市場及び工作機械関連市場での需要が安定的に推移し、受注残を堅調に積み上げてきました。

一方、プラント設備関連の大型案件の製造に使われる機材価格が上昇したことに起因して材料の調達を遅らせて

いる動きも一部でみられました。これらの影響により、機材の納入時期や生産工程の進捗が遅れ、出荷時期が翌月

以降に繰り越されるものが発生しました。

なお、全体として売上高は微減となったものの、購買コストの見直し、利益率の高い案件獲得など継続的な原価

率の低減策を講じてきたことから利益は順調に推移しました。

以上の結果、動力・重機等事業の当連結会計年度の売上高は2,220百万円（前期比0.6％減）、セグメント利益は

217百万円（前期比8.2％増）となりました。

（防災・安全事業）

新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、病院や介護施設に対するスプリンクラー設備設置に係る補助金額

が減少し需要動向が低調に推移しました。こうしたなか病院等施設への対面営業が制約を受けるケースが多くあ

り、これらの影響を受けたことで経営成績に影響しました。

以上の結果、防災・安全事業の当連結会計年度の売上高は401百万円（前期比13.0％減）、セグメント利益26百

万円（前期比44.3％減）となりました。

（２）財政状態に関する分析

①資産、負債及び純資産の状況

（資産）

当連結会計年度末における総資産は8,141百万円（前連結会計年度末は8,535百万円）となり、393百万円減少

しました。

流動資産は3,730百万円（前連結会計年度末は4,266百万円）となり、535百万円減少しました。これは主に、

現金及び預金の減少461百万円、電子記録債権の減少62百万円等によるものであります。

固定資産は4,410百万円（前連結会計年度末は4,269百万円）となり、141百万円増加しました。これは主に投

資有価証券が146百万円減少した一方、土地が65百万円、建設仮勘定が146百万円増加したこと等によるものであ

ります。

（負債）

当連結会計年度末における負債は5,465百万円（前連結会計年度末は5,737百万円）となり、272百万円減少し

ました。
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流動負債は3,122百万円（前連結会計年度末は3,109百万円）となり、13百万円増加しました。これは主に、未

払法人税等が24百万円減少した一方、１年内返済予定の長期借入金が50百万円増加したこと等によるものであり

ます。

固定負債は2,342百万円（前連結会計年度末は2,628百万円）となり、285百万円減少しました。これは主に長

期借入金の減少317百万円等によるものであります。

（純資産）

当連結会計年度末における純資産は2,675百万円（前連結会計年度末は2,797百万円）となり、121百万円減少

しました。

これは、利益剰余金の減少113百万円及びその他有価証券評価差額金の減少7百万円によるものであります。

②キャッシュ・フロー

当連結会計年度における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、1,167百万円（前連結会計年度末に

比べ191百万円減少）となりました。

当連結会計年度末における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、以下のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は314百万円（前連結会計年度は576百万円の収入）となりました。これは主に、

前渡金の増減額71百万円、法人税等の支払額161百万円等の支出があった一方、投資有価証券評価損益117百万円

及び減価償却費154百万円等の収入があったことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は260百万円（前連結会計年度は429百万円の支出）となりました。これは主に定

期預金の払い戻しによる収入262百万円等があった一方、投資有価証券の取得による支出228百万円、有形固定資

産の取得による支出281百万円等があったことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は426百万円（前連結会計年度は336百万円の支出）となりました。これは主に長

期借入による収入770百万円があった一方、長期借入金の返済による支出1,096百万円、配当金の支払額88百万円

等があったことによるものであります。
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2023年８月期

（予想）

2022年８月期

（実績）

対売上
高比率

対前期
増減率

対売上
高比率

売 上 高 6,276 100.0 8.1 5,806 100.0

営 業 利 益 265 5.1 △3.3 274 4.2

経 常 利 益 265 5.1 △9.4 293 4.2

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る

当 期 純 利 益
141 3.5 － △23 －

１ 株 当 た り

当 期 純 利 益
59円95銭 △10円16銭

１ 株 当 た り 配 当 金 38円00銭 38円00銭

（３）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

当社は、将来の事業展開に必要な内部留保を確保しつつ、株主への還元を最優先に考え、安定した配当を継続し

て実施していくことを基本方針としております。

上記により、当期におきましては、１株あたり配当金38円（普通配当38円）を予定しております。

次期におきましては、株主の中長期的な利益確保を図るうえで、財務体質のさらなる改善や将来の事業拡大のた

めの内部留保の充実も重要と考えており１株当たり配当金は年間38円に据え置き予定しております。

（４）今後の見通し

現時点において新型コロナウイルス感染被害の拡大、半導体不足による受注案件の納期遅延等により顕在化して

きた経営リスクを踏まえて見通しを立てております。この結果、次期の連結業績予想として売上高6,276百万円

（前期比8.1％増）、営業利益265百万円（前期比3.3％減）、経常利益265百万円（前期比9.4％減）、親会社株主

に帰属する当期純利益141百万円（前期は親会社株主に帰属する当期純損失23百万円）を見込んでおります。

2023年８月期（2022年９月１日～2023年８月31日）における当社グループの業績予想は、次のとおりであります。

 連 結                                                                              （単位：百万円・％）
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業績見通しの策定根拠

（１）当社グループ全体の見通し

当連結会計年度における事業環境は、新型コロナウイルス感染被害及び半導体不足による影響を考慮しつつ、安定

的な収益基盤を確保できる前提で計画しております。

（２）個別の前提条件

当社グループの事業は環境・エネルギー事業、動力・重機等事業及び防災・安全事業を展開しており、それぞれの

売上見通しは以下のとおりであります。

①売上高の策定根拠

環境・エネルギー事業

主要な取扱商品はポンプ等の水処理機器及びこれら機器の保守・メンテナンス等であります。

主なターゲットは建築市場及びインフラ関連市場であり、毎期需要の上下変動はありながら一定程度の規模の需要

が想定されますので、各営業拠点における前期実績をベースとして、現状の顧客の動向を踏まえた受注見込みを基本

に計画を策定しております。

なお、大型受注案件や半導体不足の影響により持ち越しとなっている案件が発生しておりますが、半導体不足の影

響により納期が不透明なものがあるため、基本的にブレ幅の大きい大型の受注案件は計画に組み入れず保守的な計画

としております。

この他、オゾン関連装置は、引き続き大学等専門機関との共同研究が継続中である一方、成果獲得まで多少の時間

を要する見通しであります。引き続き、大規模市場の獲得につなげるべく新製品開発を目指している状況から、当期

におきましても業績見通しに含めておりません。

以上の根拠により、環境・エネルギー事業の売上高は3,603百万円（前期比13.2％増）を見込んでおります。

動力・重機等事業

連結子会社２社（株式会社三和テスコ及び東洋精機産業株式会社）で行う船舶用エンジン台板や精密部品、プラン

ト関連機器及び産業機械部品の受託製造事業に対して計画を積み上げております。

両社はいずれも大手メーカーから毎期安定した受注を獲得しており、当連結会計年度においても取引の安定性は維

持できるものとして計画しております。

以上の市場環境を考慮しつつ当連結会計年度では、動力・重機等事業の売上高は2,384百万円（前期比7.4％増）を

見込んでおります。

防災・安全事業

主な顧客ターゲットは介護施設及び病院施設であり、これらに対してグループ企業内で製造するスプリンクラー消

火装置を販売しております。

コロナウイルス感染被害状況は終息しつつありますが、ウイルス被害等の影響が完全に回復することも見通せない

状況を踏まえて、過去2期間にわたる売上の傾向に基づく分析により計画を策定しております。

以上により、防災・安全事業の売上高は288百万円（前期比28.0％減）を見込んでおります。

②売上原価の策定根拠

環境・エネルギー事業

例年、売上総利益率は安定して推移していることを踏まえて、営業拠点ごとの利益率実績をベースに計画しており

ます。

以上により、環境・エネルギー事業における売上原価は2,699百万円（前期比14.1％増）を見込んでおります。

動力・重機等事業

前期における売上原価の実績値を参考としております。

具体的には、製造原価を変動費と固定費に区分し、変動費は変動費率を売上高計画に乗じて算出しております。

固定費は、今後見込まれる費用を見積り計画しております。

以上により算出した変動費と固定費を合計した製造原価の妥当性を検討し、必要な調整を図った上で計画しており

ます。

以上により、動力・重機等事業における売上原価は1,949百万円（前期比8.9％増）を見込んでおります。

防災・安全事業

前期の実績をベースとした売上原価率を基に計画しております。
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以上により当社グループの防災・安全事業の売上原価は227百万円（前期比24.0％減）を見込んでおります。

③販売費及び一般管理費の策定根拠

連結グループ各社で前期実績をベースに発生が予想される費用に加えて、中長期的な視点で強化していくマーケテ

ィング構築及び実行費用を追加しております。加えて、企業グループの拡大を見据え、優秀な人材獲得に係る人件費

の増加を相当程度組入れ、合計1,135百万円（前期比5.5％増）を計画しております。

④営業外収支、経常利益の策定根拠

営業外収益

固定資産賃貸収入をはじめとして計上が見込まれる収益36百万円（前期比33.4％減）を計画しております。

営業外費用

銀行借入に対して見込まれる利息費用など発生が見込まれる費用37百万円（前期比0.7％増）を計画しておりま

す。

以上により、経常利益は265百万円（前期比9.4％減）を見込んでおります。

⑤親会社株主に帰属する当期純利益の策定根拠

以上の結果、税金等調整前当期純利益は265百万円（前期比177.4％増）となり、これから法人税額等を差し引き、

親会社株主に帰属する当期純利益は141百万円（前期は△23百万円）を見込んでおります。

以上、当社グループの業績見通しについては、本計画の作成時点において入手可能な情報による判断及び仮定を前

提にしており、実際の業績は様々な要因によって異なる場合があります。
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２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、国内同業他社との比較可能性を確保するため、会計基準につきましては日本基準を適用しており

ます。
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（単位：千円）

前連結会計年度
（2021年８月31日）

当連結会計年度
（2022年８月31日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,109,552 1,648,205

受取手形及び売掛金 1,460,164 －

受取手形、売掛金及び契約資産 － 1,417,134

電子記録債権 182,747 120,112

商品及び製品 44,823 58,088

仕掛品 279,693 282,102

原材料及び貯蔵品 34,707 48,128

その他 168,006 160,931

貸倒引当金 △13,670 △4,334

流動資産合計 4,266,026 3,730,368

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 1,957,887 2,092,698

減価償却累計額 △1,162,280 △1,263,929

建物及び構築物（純額） 795,607 828,769

機械装置及び運搬具 1,988,284 2,040,404

減価償却累計額 △1,691,396 △1,754,646

機械装置及び運搬具（純額） 296,888 285,758

土地 2,028,102 2,093,102

建設仮勘定 630 147,466

その他 403,727 437,043

減価償却累計額 △283,558 △313,571

その他（純額） 120,168 123,471

有形固定資産合計 3,241,396 3,478,568

無形固定資産

のれん 6,736 5,867

その他 5,716 5,219

無形固定資産合計 12,453 11,086

投資その他の資産

投資有価証券 455,402 308,604

長期貸付金 － 100,000

繰延税金資産 84,858 107,350

投資不動産 173,180 171,715

その他 311,497 343,692

貸倒引当金 △9,756 △110,242

投資その他の資産合計 1,015,183 921,119

固定資産合計 4,269,033 4,410,774

資産合計 8,535,059 8,141,142

３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
（2021年８月31日）

当連結会計年度
（2022年８月31日）

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 349,836 348,600

短期借入金 1,570,000 1,570,000

１年内返済予定の長期借入金 842,346 893,166

未払金 74,395 88,645

未払法人税等 75,172 50,379

賞与引当金 26,949 28,017

その他 170,519 144,151

流動負債合計 3,109,219 3,122,959

固定負債

長期借入金 2,345,329 2,027,554

繰延税金負債 80,768 97,808

役員退職慰労引当金 20,395 21,781

退職給付に係る負債 144,485 153,653

その他 37,761 41,471

固定負債合計 2,628,739 2,342,269

負債合計 5,737,959 5,465,228

純資産の部

株主資本

資本金 1,062,420 1,062,420

資本剰余金 920,120 920,120

利益剰余金 814,679 701,384

自己株式 △231 △231

株主資本合計 2,796,988 2,683,693

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 111 △7,779

その他の包括利益累計額合計 111 △7,779

純資産合計 2,797,100 2,675,914

負債純資産合計 8,535,059 8,141,142
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（単位：千円）

 前連結会計年度
(自　2020年９月１日
　至　2021年８月31日)

 当連結会計年度
(自　2021年９月１日
　至　2022年８月31日)

売上高 6,256,401 5,806,047

売上原価 4,971,742 4,454,096

売上総利益 1,284,659 1,351,951

販売費及び一般管理費 1,007,880 1,077,094

営業利益 276,778 274,856

営業外収益

受取利息 317 546

受取配当金 1,282 712

固定資産賃貸料 15,815 15,753

投資有価証券売却益 6,762 6,699

保険解約返戻金 1,049 767

補助金収入 10,442 5,528

その他 27,893 25,145

営業外収益合計 63,562 55,152

営業外費用

支払利息 28,086 25,340

株式交付費 779 －

投資有価証券売却損 － 725

投資有価証券評価損 5,430 614

その他 10,309 10,268

営業外費用合計 44,605 36,948

経常利益 295,735 293,060

特別利益

固定資産売却益 2,227 215

固定資産受贈益 24,888 －

負ののれん発生益 － 20,001

特別利益合計 27,116 20,216

特別損失

固定資産除却損 480 62

投資有価証券評価損 － 116,560

貸倒引当金繰入額 － 100,986

特別損失合計 480 217,608

税金等調整前当期純利益 322,371 95,668

法人税、住民税及び事業税 139,326 113,390

法人税等調整額 △10,227 6,184

法人税等合計 129,098 119,574

当期純利益 193,272 △23,906

親会社株主に帰属する当期純利益 193,272 △23,906

（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）
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（単位：千円）

 前連結会計年度
(自　2020年９月１日
　至　2021年８月31日)

 当連結会計年度
(自　2021年９月１日
　至　2022年８月31日)

当期純利益 193,272 △23,906

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 15,759 △7,891

その他の包括利益合計 15,759 △7,891

包括利益 209,032 △31,797

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 209,032 △31,797

（連結包括利益計算書）
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（単位：千円）

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 1,013,297 870,997 709,595 △138 2,593,752

会計方針の変更を反
映した当期首残高

1,013,297 870,997 709,595 △138 2,593,752

当期変動額

新株の発行 49,122 49,122 98,245

剰余金の配当 △88,188 △88,188

自己株式の取得 △93 △93

親会社株主に帰属
する当期純利益

193,272 193,272

株主資本以外の項
目の当期変動額
（純額）

当期変動額合計 49,122 49,122 105,083 △93 203,236

当期末残高 1,062,420 920,120 814,679 △231 2,796,988

その他の包括利益累計額

新株予約権 純資産合計
その他有価証券評価差額
金

その他の包括利益累計額
合計

当期首残高 △15,647 △15,647 1,023 2,579,128

会計方針の変更を反
映した当期首残高

△15,647 △15,647 1,023 2,579,128

当期変動額

新株の発行 98,245

剰余金の配当 △88,188

自己株式の取得 △93

親会社株主に帰属
する当期純利益

193,272

株主資本以外の項
目の当期変動額
（純額）

15,759 15,759 △1,023 14,735

当期変動額合計 15,759 15,759 △1,023 217,972

当期末残高 111 111 － 2,797,100

（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自　2020年９月１日　至　2021年８月31日）

- 12 -

ポエック株式会社（9264）　2022年８月期　決算短信



（単位：千円）

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 1,062,420 920,120 814,679 △231 2,796,988

会計方針の変更を反
映した当期首残高

1,062,420 920,120 814,679 △231 2,796,988

当期変動額

新株の発行

剰余金の配当 △89,388 △89,388

自己株式の取得

親会社株主に帰属
する当期純損失
（△）

△23,906 △23,906

株主資本以外の項
目の当期変動額
（純額）

当期変動額合計 △113,294 △113,294

当期末残高 1,062,420 920,120 701,384 △231 2,683,693

その他の包括利益累計額

純資産合計
その他有価証券評価差額
金

その他の包括利益累計額
合計

当期首残高 111 111 2,797,100

会計方針の変更を反
映した当期首残高

111 111 2,797,100

当期変動額

新株の発行

剰余金の配当 △89,388

自己株式の取得

親会社株主に帰属
する当期純損失
（△）

△23,906

株主資本以外の項
目の当期変動額
（純額）

△7,891 △7,891 △7,891

当期変動額合計 △7,891 △7,891 △121,186

当期末残高 △7,779 △7,779 2,675,914

当連結会計年度（自　2021年９月１日　至　2022年８月31日）
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（単位：千円）

 前連結会計年度
(自　2020年９月１日
　至　2021年８月31日)

 当連結会計年度
(自　2021年９月１日
　至　2022年８月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 322,371 95,668

減価償却費 157,515 154,193

のれん償却額 869 869

負ののれん発生益 － △20,001

貸倒引当金の増減額（△は減少） 11,314 90,664

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 1,290 1,386

賞与引当金の増減額（△は減少） 2,391 431

受注損失引当金の増減額（△は減少） 278 △2

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 3,819 9,168

投資有価証券売却損益（△は益） △6,762 △5,974

投資有価証券評価損益（△は益） 5,430 117,174

保険解約返戻金 △1,049 △767

固定資産除却損 480 62

受取利息及び受取配当金 △1,600 △1,259

支払利息 28,086 25,340

為替差損益（△は益） 857 672

株式交付費 779 －

売上債権の増減額（△は増加） △109,711 135,028

棚卸資産の増減額（△は増加） 164,006 △9,163

有形固定資産売却損益（△は益） △2,227 △215

固定資産受贈益 △24,888 －

仕入債務の増減額（△は減少） 8,254 △2,547

未払金の増減額（△は減少） △7,899 7,063

前渡金の増減額（△は増加） 191,366 △71,517

その他 △26,890 △1,142

小計 718,083 525,131

利息及び配当金の受取額 1,602 1,260

利息の支払額 △23,992 △25,965

法人税等の支払額 △119,487 △186,048

営業活動によるキャッシュ・フロー 576,206 314,377

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △347,700 △173,600

定期預金の払戻による収入 297,333 262,276

投資有価証券の取得による支出 △268,693 △228,759

投資有価証券の払戻による収入 4,714 461

投資有価証券の売却による収入 36,659 252,613

有形固定資産の取得による支出 △153,888 △281,787

有形固定資産の売却による収入 2,359 1,185

保険積立金の積立による支出 △3,106 △2,662

保険積立金の解約による収入 2,003 17,212

貸付けによる支出 △50,000 －

貸付金の回収による収入 50,000 －

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による支出 － △105,715

その他 501 △1,475

投資活動によるキャッシュ・フロー △429,815 △260,251

（４）連結キャッシュ・フロー計算書
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（単位：千円）

 前連結会計年度
(自　2020年９月１日
　至　2021年８月31日)

 当連結会計年度
(自　2021年９月１日
　至　2022年８月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △100,000 －

長期借入れによる収入 1,068,000 770,000

長期借入金の返済による支出 △1,279,697 △1,096,955

株式の発行による収入 96,442 －

社債の償還による支出 △20,000 －

リース債務の返済による支出 △11,230 △11,378

配当金の支払額 △90,027 △88,291

自己株式の取得による支出 △93 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △336,604 △426,624

現金及び現金同等物に係る換算差額 △857 △672

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △191,072 △373,170

現金及び現金同等物の期首残高 1,731,415 1,540,342

現金及び現金同等物の期末残高 1,540,342 1,167,172
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を当連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサー

ビスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

りますが、利益剰余金の当期首残高に与える影響はありません。

　また、収益認識会計基準等の適用による損益に与える影響はありません。

　収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示していた

「受取手形及び売掛金」は、当連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示することといた

しました。なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな

表示方法により組替えを行っておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を当連結会計度の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企業会

計基準第10号　2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新た

な会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、当連結財務諸表に与える影響はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち、分離された財務情報が入手可能であり、取締役会

が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであり

ます。

当社は、事業部及び連結子会社を基礎とした事業・サービス別のセグメントから構成されており、「環

境・エネルギー事業」、「動力・重機等事業」及び「防災・安全事業」の３つの報告セグメントとしてお

ります。

「環境・エネルギー事業」は、水処理及び環境改善を目的とした環境関連機器の製造・販売並びに熱交

換器を主力としたエネルギー関連機器の製造、販売を行っております。

「動力・重機等事業」は、船舶用機械及び部品、プラント関係機器及びその他動力関係部品の製造・販

売を行っております。

「防災・安全事業」は、屋内・屋外消火栓、スプリンクラー消火設備用加圧送水装置の製造・販売を行

っております。

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事

項」における記載と概ね同一であります。

セグメント間の内部収益及び振替高は市場実勢価格に基づいております。

- 17 -

ポエック株式会社（9264）　2022年８月期　決算短信



（単位：千円）

報告セグメント
調整額

（注）１

連結財務諸表計
上額

（注）２環境・エネルギー 動力・重機等 防災・安全 計

売上高

外部顧客への売上高 3,561,067 2,234,239 461,093 6,256,401 － 6,256,401

セグメント間の内部

売上高又は振替高
7,990 － － 7,990 △7,990 －

計 3,569,058 2,234,239 461,093 6,264,391 △7,990 6,256,401

セグメント利益 158,938 201,442 47,574 407,955 △131,176 276,778

セグメント資産 2,147,021 4,047,995 279,680 6,474,698 2,060,361 8,535,059

その他の項目

減価償却費 22,854 123,093 5,427 151,374 6,141 157,515

有形固定資産及び無

形固定資産の増加額
36,027 120,798 9,238 166,064 2,680 168,744

当連結会計年度

セグメント間取引消去 △190

全社費用※ △130,985

合計 △131,176

当連結会計年度

セグメント間取引消去 △24,199

全社資産※ 2,084,561

合計 2,060,361

当連結会計年度

減価償却費 6,141

有形固定資産及び無形固定資産の増加額 2,680

合計 8,821

３．報告セグメントごとの売上高、利益、資産、その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度（自　2020年９月１日　至　2021年８月31日）

（注）１．調整額の内容は以下のとおりであります。

（１）セグメント利益　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

※全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

（２）セグメント資産　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

※全社資産は、主に報告セグメントに帰属しない余剰運用資金（現金及び預金）、長期

投資資金（投資有価証券）及び管理部門に係る資産等であります。

（３）その他の項目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

２．セグメント利益は、連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。
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（単位：千円）

報告セグメント
調整額

（注）１

連結財務諸表計
上額

（注）２環境・エネルギー 動力・重機等 防災・安全 計

売上高

外部顧客への売上高 3,184,086 2,220,661 401,300 5,806,047 － 5,806,047

セグメント間の内部

売上高又は振替高
12,464 － － 12,464 △12,464 －

計 3,196,551 2,220,661 401,300 5,818,512 △12,464 5,806,047

セグメント利益 135,153 217,902 26,501 379,557 △104,701 274,856

セグメント資産 2,267,411 3,938,293 283,939 6,489,644 1,651,498 81,411,142

その他の項目

減価償却費 31,391 114,137 5,292 150,821 3,372 154,193

有形固定資産及び無

形固定資産の増加額
27,589 192,180 10,999 230,770 75,254 306,024

当連結会計年度

セグメント間取引消去 △659

全社費用※ △104,041

合計 △104,701

当連結会計年度

セグメント間取引消去 △83,813

全社資産※ 1,735,311

合計 1,651,498

当連結会計年度

減価償却費 3,372

有形固定資産及び無形固定資産の増加額 75,254

合計 78,627

当連結会計年度（自　2021年９月１日　至　2022年８月31日）

（注）１．調整額の内容は以下のとおりであります。

（１）セグメント利益　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

※全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

（２）セグメント資産　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

※全社資産は、主に報告セグメントに帰属しない余剰運用資金（現金及び預金）、長期

投資資金（投資有価証券）及び管理部門に係る資産等であります。

（３）その他の項目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

２．セグメント利益は、連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。
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（単位：千円）

環境・エネルギー 動力・重機等 防災・安全 合計

当期償却額 － 850 18 869

当期末残高 － 6,590 146 6,736

（単位：千円）

環境・エネルギー 動力・重機等 防災・安全 合計

当期償却額 － 850 18 869

当期末残高 － 5,740 127 5,867

【関連情報】

前連結会計年度（自 2020年９月１日 至 2021年８月31日）

１．製品及びサービスごとの情報

セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

２．地域ごとの情報

（１）売上高

本邦以外の外部顧客への売上高がないため、記載を省略しております。

（２）有形固定資産

本邦以外に所在している有形固定資産がないため、記載を省略しております。

３．主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載を省略

しております。

当連結会計年度（自 2021年９月１日 至 2022年８月31日）

１．製品及びサービスごとの情報

セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

２．地域ごとの情報

（１）売上高

本邦以外の外部顧客への売上高がないため、記載を省略しております。

（２）有形固定資産

本邦以外に所在している有形固定資産がないため、記載を省略しております。

３．主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載を省略

しております。

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前連結会計年度（自 2020年９月１日 至 2021年８月31日）及び

当連結会計年度（自 2021年９月１日 至 2022年８月31日）

該当事項はありません。

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

前連結会計年度（自　2020年９月１日　至　2021年８月31日）

当連結会計年度（自　2021年９月１日　至　2022年８月31日）

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

前連結会計年度（自 2020年９月１日 至 2021年８月31日）

該当事項はありません。

当連結会計年度（自 2021年９月１日 至 2022年８月31日）

環境・エネルギー事業において、当連結会計年度より株式会社マリンリバーの株式取得による連結子会社化に伴

い、負ののれんが発生しております。当該事象による負ののれん発生益の計上額は20,001千円であります。な
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お、負ののれん発生益は特別利益のため、上記セグメント利益には含まれておりません。
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前連結会計年度
（自　2020年９月１日

至　2021年８月31日）

当連結会計年度
（自　2021年９月１日

至　2022年８月31日）

１株当たり純資産額 1,189.08円 1,137.56円

１株当たり当期純利益又は１株当たり当期純

損失（△）
82.24円 △10.16円

潜在株式調整後１株当たり当期純利益 82.21円 －円

前連結会計年度
（自　2020年９月１日

至　2021年８月31日）

当連結会計年度
（自　2021年９月１日

至　2022年８月31日）

１株当たり当期純利益

親会社株主に帰属する当期純利益又は親会

社株主に帰属する当期純損失（△）

（千円）

193,272 △23,906

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期

純利益又は親会社株主に帰属する当期純損

失（△）（千円）

193,272 △23,906

普通株式の期中平均株式数（株） 2,350,024 2,352,330

潜在株式調整後１株当たり当期純利益

親会社株主に帰属する当期純利益調整額

（千円）
－ －

普通株式増加数（株） 896 －

（うち新株予約権（株）） 896 －

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後

１株当たり当期純利益金額の算定に含めなか

った潜在株式の概要

－ －

（１株当たり情報）

（注）１．当連結会計年度の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、１株当たり当期純損失であり、また、潜

在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり当期純利益又は１株当たり当期純損失の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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